
第 50 回番組審議会 審議議事録 

 
１．開催日 令和 7 年 12 月 10 日（水）18 時～19 時 
２．開催場所 中央会館（山形県長井市栄町 7-2） 
３．委員出席 委員総数 ：5 名 
   欠席委員 ：2 名 

出席委員  番組審議委員会会長  勝見 英一朗 

番組審議委員会副会長  齋藤 喜内 
番組審議委員   寺嶋 宏武 

番組審議委員   金山 輝仁 
番組審議委員   新野 弘明 

 
欠席委員 ：番組審議委員   村田 裕子   

番組審議委員   横山 照康 
 

放送事業者側出席   黒澤 栄（代表取締役） 
     山口 良子（パーソナリティ） 

 

４．議題 
（１）代表者挨拶 
（２）御審議 
（３）その他 

 
５．議事の概要 

（１）経過報告 
（２）ご審議 

タイトル：「熊出没注意喚起情報について」 
 提  供： 長井市、自主制作 
 出  演： 長井市防災危機管理課、生放送パーソナリティ 

内  容：11 月 15 日（木）より、熊出没時 長井市からの割り込み放送 

屋外拡声器による熊出没注意喚起情報の実施報告 

西置賜猟友会長井支部会長ラジオパーソナリティ（水曜日生放送） 

放 送 日： 割り込み放送（出没、足跡、食害の確認があったとき）  

     生放送（9 月～12 月） 



 

（３）意見交換 
 

（４）次回の放送番組審議会日程についての確認 
 

（２）御審議 
＜審議における委員の主たる意見、質疑＞ 

 

（委員 A） 

・屋外拡声器での熊出没にかかる注意喚起情報と、広報車での知らせは、とても聞きにくく 
防災ラジオで割り込み放送があると、確認のため録音を再生することもできて、よかった。 
・聞きにくいという苦情も、長井市に寄せられていたが、ラジオを使うことになり苦情が減った

と聞いている。 
 
（委員 B） 

・熊などの野生動物の市街地への出没は、危険そのもの。屋外拡声器、ラジオ、SNS（長井市 LINE）

なのでのお知らせで、情報を伝えることが大事。 
 
（委員 C） 

・猟友会の方がラジオで生放送をしてくれているので、専門的な話を聴くことができる。 

日常生活に野生動物に対する知識が伝わったと思われる。 

 

（委員 D） 

・災害時、有事の際に、地元の情報を放送するのは、おらんだラジオだという認識が広まって

きている。 
 
（委員 E） 
・地元のスキー場の情報を放送際に、熊情報もまたスキー場に必要。 
 
（３）意見交換 
・交通事故や火事の際、割り込み放送の音量が小さくて聴き取れない。 

・リスナーからくるメッセージ件数のばらつきが目立つ 

・今後、聴取率、聴取時間帯のアンケートを取ってみてはいかがか 

・HP に災害時の情報をいち早く表示できるようになりませんか？ 

 

７．審議会の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 



・熊出没情報が放送されるのは、大変良いが、笑いながら伝えてしまった人がいるのは残念。 
→すぐに各パーソナリティに連絡。改善済み 
 
８．審議会の意見の概要の公表 

公表方法：自社ホームページへの掲載 
公表内容：本議事録 
公表年月日：令和 7 年 12 月 12 日（金） 

 
９．その他の事項 

次回の放送番組審議会日程について 
・第 51 回放送番組審議会 令和 7 年 3 月 25 日（水）開催予定 
 会場 未定 18:00～ 


